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　私は小学校２年生から11年間、書道を続けている。だがその11年間、
スムーズに続けてこられたわけではない。中学２年生のころ、壁にぶ
つかった。その壁を与えてくれたのは私の恩師である、国語のＫ先生
であった。
　小学生の頃の書道の成績は、「中の上」。クラスの代表として市の展
覧会へ出品したり、県の書き初め展覧会では、地区審査最高賞を受賞
した。しかし、中学生になると様子が変わった。市の展覧会へ出品で
きるのは、学年で４人。学年代表を選ぶのは、国語のＫ先生だ。
　「私が選ばれるのでは？」結果が楽しみだったが、学年代表の中に、
私の名前は無かった。小学生のときから、一度も落選することがなかっ
た学年代表。当時は中学２年生。思春期と重なり、「書道を辞めたい」
と初めて思った。
　冬になり、市の美術館で書き初め展覧会が開かれた。学年代表は4人。
前回の悔いを晴らすため、強い気持ちで練習に励む。自分のベストを
尽くした1枚が決定した。この作品が、市の美術館に展示されることを
頭の中に思い浮かべた。今回は自信があった。
　しかし、Ｋ先生が審査を行った結果は「落選」であった。そして、
小学生のころ地区審査最高賞を受賞した県の書き初め展覧会も、下か
ら2番目の賞となってしまった。もう、書道を続けていく気持ちにはな
らず、私の気持ちが間接的に伝わったのか、中学3年生の５月、先生の
都合で書道塾が閉まってしまった。
　高校生になり、気軽な気持ちで書道部に入部した。新しい書体、古
典の臨書や創作など、新しいことに触れることができた。２年生の後
半から部長を担当し、たくさんの書道展覧会へ出品すると、上位の賞
へ入賞したり、新聞に名前が掲載されたりと自信がついてきた。
　３年生になると後輩も増え、気軽な気持ちで入部した書道部だった
が、「書道」は生涯続けていきたいものへと変化していった。
　大学生になった現在は、市内の書道塾へ通い、毎月配布される競書
冊子ではたくさんの課題へ挑戦したり、書道展覧会へ個人出品したり
と、結果だけにこだわらず、楽しく書道を続けている。うまく書けな
い時には作品をじっと見つめなおし、ゆっくりと筆を運んでいる。
　もしも中学２年生のとき、Ｋ先生が私の作品を落選させていなかっ
たら……。高校で書道部に入部することも、現在まで続けていること
もなかったと思う。
　今年２月、K先生に再会した。その際、「落選させてくれてありがと
う」とお礼を言った。今日も私は、一字一字に想いを込めながら筆を
運ぶ。その思いの一つは、Ｋ先生への「ありがとう」。
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「落選させてくれてありがとう」
千葉県　石井美希（19 歳）
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ソーシャルディスタンスをしっかり保っています（北村中）


